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SDGsの実現による
日本モデルの提示

（2030）

横浜国際園芸博覧会
2027

2050年も視野に入れ
たバックャストによ
る博覧会の検討

大阪・関西万博（2025）
テーマ：いのち輝く未来社会のデザイン

連携

AI、IoTなどの先
端的技術を取り
入れ、都市・地
域の社会課題解
決 等

自然環境の有す
る多様な機能を
活用した持続可
能な都市づくり
等

国民経済の発展、
国際相互理解、
エコツーリズム、
アドベンチャー
ツーリズム 等

持続可能な農業・
食品産業に関する
研究開発推進、次
世代国産花き産業
の確立 等

園芸博覧会の意義・成果を、
区域全体でレガシーとして
継承し、国内外に発信

その先の社会へ
（2050）

アジア・モンスーン地域
で開催される園芸博覧会
として、日本の里山に代
表される「環境とともに
生きる」知恵を世界に提
示

Eco-DRR等による災害の
克服、環境に対する複合
的な取り組み等、SDGsを
達成するモデルを構築

科学技術の進化と人間性
の調和、自然資本財の持
続性確保、新たな産業・
政策の創出と展開

AIPHが掲げる、人々と
企業が繁栄する活気あ
る都市の創造における
植物の役割を促進する
「グリーン・シティ・
イニシアティブ」の推
進

政策実現とその主流化の場
として、国際園芸博覧会を
国が関与して開催する意義

「
誰
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い
」
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で
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図 日本で国際園芸博覧会を開催する意義 （国際園芸博覧会検討会報告書概要版より）

Society5.0の推進

・第5期科学技術基本
計画(2016)

・未来投資戦略2018
（2018）

観光立国や地方創生の推進

花き園芸文化の振興等を通
じた農業・農村の活性化

グリーンインフラの実装

・グリーンインフラ推
進戦略（2019）

・ガーデンツーリズム
登録制度(2019)

・明日の日本を支える
観光ビジョン(2016)

・観光立国推進基本
計画(2017)

・花きの振興に関する
法律（2014）

ー国際園芸博覧会等の
開催の推進を位置付け

上瀬谷通信施設返還（2015）

地球温暖化／災害へ
の脆弱性／途上国に
おける人口増加／許
容量を超えた自然資
源利用／生態系サー
ビスの減少／生物多

様性の喪失

地球規模の
環境変化

人口減少の進展／
急速な高齢化・長
寿命化／自然災害
の激甚化・頻発化
／インフラの老朽
化／中山間地域の
農地の荒廃等

国内の環境・
社会情勢の変化

IoT、AI 等の新技術
の進展／遺伝子レベ
ルでの技術進展／経
済のグローバル化／
地球規模での人的交

流の活発化

技術革新と
経済のグローバル化

１．国が関与して国際園芸博覧会を開催する意義を踏まえ、重要あるいは引き続き検討が
必要な事項
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• 国では「SDGs実施指針」(2016年)にて140の具体的な施策を位置付け、取組を進めている。

• わが国での国際園芸博覧会は、日本の里山に代表される「環境とともに生きる」考え方を
世界に発信する機会。

• SDGsの取組を加速させることができるよう、古来日本が育んできた人と自然との関係性な
どを具現化した姿を提示。

①SDGsの実現による日本モデルの提示

SDGsに向けた政府の実施指針 国際園芸博覧会で具現化が期待できる内容の例

1 あらゆる人々の活躍の推進
世界中から多様な人々が来訪し交流する場の提供
花と緑に触れ合う感動を通じた、あらゆる人々の精神的充実 等

2 健康・長寿の達成 新たな幸せの価値観や自然と共生した健やかなライフスタイルの提案と発信 等

3 成長市場の創出、地域活性化、科学技術イ
ノベーション

国際的な課題への共通認識の形成
知の集結を通じた技術革新へのきっかけの提供
新たな産業創成やイノベーションの可能性が参加国により共有されることを通じた、開発途上
国における成長産業育成への貢献 等

4 持続可能で強靱な国土と質の高いインフ
ラの整備

会場のグリーンインフラの基盤技術をモデルとした国内外での社会資本整備の展開の契機の
提供 等

5 省・再生可能エネルギー、気候変動対策、
循環型社会

環境保全等に関する世界の最新の技術・取組の共有と発信 等

6 生物多様性、森林、海洋等の環境の保全 自然との共生を求める価値観の共有を通じた環境保全への認識や行動の普及 等

7 平和と安全・安心社会の実現
先進国、開発途上国間での、最新技術やライフスタイル、相互の文化についての知識の獲得、体
験による共有を通じた多文化共生、平和友好の推進 等

8 SDGs実施推進の体制と手段
持続的な環境社会を支える市民連携の契機
世代間の交流を通じたコミュニティ形成と協働の推進体制の醸成 等

SDGsに向けた政府の実施指針のうち、国際園芸博覧会で具現化した姿の提示が期待できる内容の例
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• 国では未来投資戦略等に基づき、スマートシティやスマート農業など、先端技術を産業や
社会生活に取り入れる取組を進めている。

• わが国での国際園芸博覧会は、新技術を活用した水や緑の空間、自然の知恵から得る技術
開発等を世界に発信するとともに、様々な社会課題についてSociety5.0が実現した社会の
あり方を考える機会。

• 花や緑を中心に、Society5.0が実現した具体の空間、新技術を活用した新しい体験や参加
形態等を提示。

②Society5.0の展開

Society5.0の目標、第５次産業革命 国際園芸博覧会で具現化が期待できる内容

IoTで全ての人とモノがつながり、新たな価値がうま
れる社会

花・緑を中心に、展示を通した国内外の先端技術についての知識
の共有 等

イノベーションにより、様々なニーズに対応できる社会

AIにより、必要な情報が必要な時に提供される社会

ロボットや自動走行車などの技術で、人の可能性がひ
ろがる社会

農作物の高収量化・高機能化

花や緑を中心に、展示を通じた先端技術の体験の場の提供 等
化石資源の代替

これまで工業生産できなかった高機能物質の生産

Society5.0の目標達成および予見される第5次産業革命に向け、国際園芸博覧会で具現化した姿の提示が期待できる内容の例
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• 国ではグリーンインフラ推進戦略をとりまとめ、ハード・ソフト両面において自然環境が
有する多様な機能を活用した都市・地域づくりに取り組んでいる。

• わが国での国際園芸博覧会は、日本において古来からはぐくまれてきた、自然の特徴を活
かしつつ自然と調和した営みや知恵等を世界に発信し、全国的にグリーンインフラを普及
させる機会。

• グリーンインフラの取組を加速させることができるよう、Eco-DRR等国際的に着目されて
いる知見技術や、都市近郊における新たな農業や生活のスタイル等を提示。

③グリーンインフラの実装

グリーンインフラの実装について、国際園芸博覧会での提示例

上瀬谷は、広域的な緑のネットワークの確保、自然的土地被覆や浸透施設による雨水浸透を通じた健全な水循環の推進、多様
な自然環境の維持創出による生物の生育生息環境の確保、再生可能エネルギーの導入等、園芸博覧会での展示やその後のま
ちづくりを見通したグリーンインフラの実例を提示。

会場予定地内では現在も水田が営まれている 緩やかな起伏と広大な緑が展開する
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• 国では「次世代国産花き産業の確立」を農業の成長産業化の取組のひとつに位置付けるな
ど、花き園芸の振興に取り組んでおり、農山漁村の活性化やイノベーションも農林水産分
野の成長において重要視。

• わが国での国際園芸博覧会は、日本及び世界の花き園芸、農業の知識と技術を、生産者を
はじめそれらに携わる人とともに発信することにより、国民や来場者が花き園芸文化や農
業・農村の価値を再認識する機会。

• 花き園芸の振興の取組や国民の花き等に対する関心が加速するよう、日本各地の多様で高
品質な花きや生け花、盆栽をはじめとした多様な花き文化等を提示。

④花き園芸文化の振興等を通じた農業・農村の活性化

北京国際園芸博覧会の日本国屋内展示（2019年）
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• 国では「観光立国基本計画」において「花と緑豊かな都市の形成」を位置付けるなど、花
と緑を観光に活用することを重視している。

• わが国での国際園芸博覧会は、花と緑豊かな都市像やライフスタイルを示すことで、日本
の各地域による魅力ある観光地域の形成に関する取組を推進する機会。また、園芸博覧会
を通じて、国内各地に誘客することも重要。

• 花や緑を活かした地域づくりを通じた観光立国や地方創生が加速するよう、博覧会におい
ては、観光資源としての花や緑、庭園やそれらの魅力を引き出す新たな演出手段等を提示。

⑤観光立国や地方創生の推進

明日の日本を支える観光ビジョン 国際園芸博覧会で具現化が期待できる内容

観光資源の魅力を極め、地方創生の礎に

会場を、日本各地への移動拠点と捉え、博覧会後の国内外への誘
客を見据えた日本各地の花と緑のPR

ガーデンツーリズムや各地の公園と連携した、緑をテーマとする
事業展開

観光産業を革新し、国際競争力を高め、我が国の基幹
産業に

会場内外での日本文化の発信を通じた、国内観光地の資源のPR、
国際的観光地としての地位向上

グリーンツーリズム、アドベンチャーツーリズム等、体験型の会場
づくりによる観光客の呼び込み、その後の体験型観光の展開を
見据えた事業展開

等

すべての旅行者が、ストレスなく快適に観光を満喫で
きる環境に

最新技術を活用したストレスフリーの通信、交通利用等、ソフトイ
ンフラの充実した環境の提示 等

明日の日本を支える観光ビジョンに基づく取組展開における、国際園芸博覧会で具現化した姿の提示が期待できる内容の例
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• 会場である旧上瀬谷通信施設は、1940年以降、旧日本海軍の使用、米軍の通信基地利用に
よって、市街地の開発が制限。

• 開発を抑制されてきた通信施設跡地が、国際園芸博覧会を契機に、平和で持続可能な土地
利用に転換され、博覧会の意義や成果がレガシーとして継承されるまちづくりの姿を提示。

⑥通信施設跡地の返還とまちづくり

視点 国際園芸博覧会で具現化が期待できる内容

花と緑を通じた友好と平和

会場内外での博覧会への参加、花と緑を介した国際交流の展開

SDGs等、世界共通の課題への対応、進捗状況を共有する国際的な場としての性格
を持つ、会場演出、イベント展開

等

上瀬谷の歴史やまちづくり

博覧会後の上瀬谷のまちづくりのあり方を、博覧会を通じて深めていくことによる、
持続可能な都市の姿の発信

カーボンニュートラルなまちづくりを見据えた、自然環境が有する多様な機能を活用
する「グリーンインフラ」の具体的な導入例

等

上瀬谷の歴史やまちづくりを踏まえた、国際園芸博覧会で具現化した姿の提示が期待できる内容の例
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• 第１回検討会では、「幸せを創る明日の風景」というテーマを具体化させるサブテーマや
事業コンセプトの説明がなされたところ。

• 横浜国際園芸博において、何を見せて、何を伝えたいのか、具体的な提示が十分でない。

• 検討会におけるご意見を踏まえ、横浜市の計画書案について、以下の視点からも検討を進
め、具体的に提示していくことが必要。

２．第１回検討会での議論を受けて、重要あるいは引き続き検討が必要な事項

ポストコロナを捉え、新しいコンセプトを具体的に提示

[keyword～第１回検討会委員意見より～]
コロナ後の「幸せ」の定義 ／ インクルーシブな社会の形成 ／

新型コロナウイルス感染症の流行によって生じた社会の変化を踏まえ、経済の復興と、ポ
ストコロナ時代の新たなライフスタイル、自然と人との関係性、持続可能な社会の構築等
の同時実現に向けた取組を発信し、更なる展開を促す園芸博としていくべき。

サブテーマや事業コンセプトを中心に、園芸博として何を参加者に提示できるのかを示す
ことが重要。

都市においても重要な役割を果たしてきた農の伝統と文化の可能性に一層着目し、発信

日本人が育んできた農の伝統と文化、自然や社会への向き合い方はポストコロナにおいて
も意義深く、世界に発信すべき。さらに、農業が抱える問題を再認識し国民が考える契機
となる園芸博としていくべき。

サブテーマや事業コンセプトを中心に、園芸博として「農」についてより深掘りした提示
が重要。

[keyword～第１回検討会委員意見より～]
「農の心」（土壌、収穫物への向き合い方） ／ 食糧の安定供給、都市への集中と農村の振興 ／
シェアリングエコノミー（農業用水の分配等） ／ 市街地と混在する産業としての農業
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国際園芸博に相応しく、かつ新たな体験・発信方法を提示

国際園芸博のレガシーを横浜上瀬谷のまちづくりにどのように反映していくか

[keyword～第１回検討会委員意見より～]
大都市の近くで里山が残る場所は、コロナ後の新しい住み方、自然と人の関係性を再定義するに適した場所 ／
横浜市であればこその色を持って日本国として世界に発信する使命 ／ 博覧会後に整備するものを前提に考えるのではなく、博覧会で
世界に発信することをまずは考える

都市近郊において、基地としての利用を経て自然的環境が残っている上瀬谷地区について、
地形や気候などの自然条件やランドスケープの特性をより的確に把握し、それを生かした
博覧会の会場計画や事業展開を具体的に示すことが重要。

また、ポストコロナ時代における都市近郊部のあり方等を見据えながら、国際園芸博のレ
ガシーを将来的なまちづくりにどのように反映するか、引き続き検討が必要。

[keyword～第１回検討会委員意見より～]
新たなライフスタイルについて人の実際の生活を展示 ／ アート ／ バイオミミクリー
園芸産業の発展に結びつくコンクール

従来の博覧会とは異なる、新しい見せ方により園芸博のテーマを参加者に示していくこと
が重要。緑と農の暮らしぶりや、新しいライフスタイルのモデルを展示したり、社会実験
の場とするなど、これまでとは一線を画す体験・発信方法について、具体的に示すことが
重要。

博覧会への参加者について、従来の「入場」とは異なる考え方で捉えていくことも、引き
続き検討が必要。
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３．第２回検討会で議論する内容の論点

テーマの具体化に向けた議論やサステイナビリティへの配慮を踏まえ、コンテンツや会場計画、運営計
画をどのように具体化していくか。

COVID-19感染拡大の記憶に学び、リスクを適切に評価した安全・安心で快適な博覧会とするために、ど
のような工夫が必要か。

横浜地域にとどまらず、どのように国民的な機運醸成を図るか。また、一般市民、企業、海外からの参
加国など、多様な主体をどのように巻き込んでいくか。

大阪・関西万博などの他のイベントとどのように連携し、シナジーを作っていくのか。

• 前回は、本検討会の検討項目のうち「Ⅰ テーマの具体化について」を中心に議論頂いた。

• 今回、横浜市の計画案に対して、Ⅰに留意しつつ「Ⅱ 事業展開等について」、「Ⅲ 国際園芸
博覧会（A1)を開催する前提となる基盤整備及び現実性について」を中心にご検討頂きたい。

Ⅲ 国際園芸博覧会（A1)を開催する前提となる基盤整備及び現実性について

A1クラスの国際園芸博覧会として、相応しい会場構成・機能配置等となっているか。

会場基盤整備や輸送計画が具体的かつ現実的なものになっているか、あわせて参加のあり方を踏まえた想
定入場者数、会場規模、事業費（費用負担等の事業構造を含む）及びスケジュールが適当か、これらが精
査されたものとなっているか。

将来のまちづくりに継承される博覧会のレガシーをどのように作っていくのか。

Ⅱ 事業展開等について

Ⅰ テーマの具体化について

《計３回の検討会の検討項目》

「幸せを創る明日の風景」というテーマの下、具体的にどのような課題認識を経てサブテーマ、事業コンセプトを設定するのか。
A1クラスの国際園芸博覧会として、①SDGsの実現による日本モデルの提示、②Society5.0の展開、③グリーンインフラの実装、④花
き園芸文化の振興等を通じた農業・農村の活性化、⑤観光立国や地方創生の推進、⑥通信施設跡地の返還とまちづくり等の観点から、
世界的な環境変化を踏まえた現在の国の政策を実現し主流化する役割を果たすため、国際園芸博覧会の場をどのように活用し、どの
ような解決策を得ることを目指すのか。
国際園芸博覧会の対象領域となる国が推進すべき政策分野として、上記の6つの例示に加え、どのようなことが考えられるか。（例：
COVID-19後の新たな生活様式等）



＜参考＞大阪・関西万博における検討内容

《会場計画について》
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• テーマやサブテーマを、会場内外の現実の空間でどのように表現するか

• 「大阪・関西万博に係る登録申請書」（以下「大阪・関西万博」という）では、「会場におけるテーマの実装」
の項目を設け、サブテーマと対応する会場ゾーニングを示し、会場におけるテーマの表現を示してい
る。また、会場外でどのような取組を展開するかも示している。

出典：「大阪・関西万博に係る登録申請書（日本語仮訳）」から抜粋。下線は事務局による。

【大阪・関西万博の例】

サブテーマを会場内外の現実の空間で表現

（略）
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• 会場計画や会場整備のスケジュールに関する具体的な根拠（フィージビリティ）

• 「大阪・関西万博」では「会場計画の前提条件」の項目を設け、来場者の数や属性、参加者の数や参
加形態までを想定した上で、会場計画を検討している。さらに設計や基盤整備、パビリオンの引き渡
しに至るまでのスケジュールを示している。

出典：「大阪・関西万博に係る登録申請書（日本語仮訳）」から抜粋。下線は事務局による。
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《輸送計画について》

• 広域的な交通を考慮した会場及び周辺の輸送計画の具体的な根拠（フィージビリティ）

• 「大阪・関西万博」では、国内主要都市と会場の交通網から、会場周辺まで複数スケールでアクセス
を示している。また、来場者の交通需要予測、シャトルバスの走行本数等を分析した上で、輸送計画
を立案している。

出典：「大阪・関西万博に係る登録申請書（日本語仮訳）」から抜粋。下線は事務局による。

【大阪・関西万博の例】

複数のスケールで示される交通アクセス
【大阪・関西万博の例】

駐車場の想定



14

【大阪・関西万博の例】

輸送計画

出典：「大阪・関西万博に係る登録申請書（日本語仮訳）」から抜粋。下線は事務局による。
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《コミュニケーションについて》

• 会期までの気運醸成を各段階でどのような目的と手段で進めて行くか

• 「大阪・関西万博」では、コミュニケーション計画を、目的と手段をより具体的にするよう開催７年
前から閉会後までの５つのフェーズに分け、さらに来場者、参加者等ターゲット別に計画している。

（略）

出典：「大阪・関西万博に係る登録申請書（日本語仮訳）」から抜粋。下線は事務局による。
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《レガシーについて》

• 園芸博が目指すテーマ・サブテーマ等について、園芸博を経て、その後もどのように継承していくの
か

• 「大阪・関西万博」では、ハードレガシーとソフトレガシーの両面を示しており、ソフトについては、
万博の理念や成果を継承・発展させていくことを目指すとし、「万博具体化検討会」の報告書「『新
しい時代の万博』の具体化に向けて」で示された４つのコンセプト別に、それぞれをどのように継承
していくのかについて示している。

出典：「大阪・関西万博に係る登録申請書（日本語仮訳）」から抜粋。

【大阪・関西万博の例】

「『新しい時代の万博』の具体化に向けて」で示された４つのコンセプト別のレガシーについて
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《商業活動について》

• 商業活動による収入見込みについて、どのように具体的に示すか

• 「大阪・関西万博」では「商業活動」の章を設け、商業活動の収入（運営費の財源）の見込みについ
て、その内訳まで具体的に検討するとともに、キャッシュフローを示している。

【大阪・関西万博の例】

「商業活動」の章の項目

出典：「大阪・関西万博に係る登録申請書（日本語仮訳）」から抜粋。

《目次》

5.1  方針
5.2  商業活動の計画
5.2.1  入場券売上げ
5.2.2  飲食・物販営業
5.2.3  プロダクトマネジメント
5.2.4  参加者からの収入

5.2.5  スポンサープログラム
5.2.6  その他の商業活動
5.2.7  スケジュール/キャッシュフロー
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《資金計画について》

• 園芸博開催に要する費用を事業構造も含め、どう整理するか（内訳、財源、キャッシュフロー等）

• 「大阪・関西万博」では「資金活動」の章を設け、会場建設費ならびに運営費について、その内訳・
財源とキャッシュフローを示している。また、予定する途上国支援に要する資金や、鉄道、道路整備
等の関連事業費についても内訳や財源を示している。

【大阪・関西万博の例】

「資金計画」の章の項目

出典：「大阪・関西万博に係る登録申請書（日本語仮訳）」から抜粋。

《目次》

6.1  資金計画の概要
6.2  会場建設費
6.2.1  費用内訳
6.2.2  財源
6.2.3  キャッシュフロー

6.3  運営費
6.3.1  費用内訳
6.3.2  財源
6.3.3  キャッシュフロー

6.4   途上国支援プログラム
6.4.1  費用内訳

6.5   関連事業費
6.5.1  費用内訳
6.5.2  財源

附属資料 6-1. 参加費用
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《COVID-19への対応について》

• 会期前・会期中における人々の博覧会への参加形態、会場や会場への移動時における感染防止策をど
う考えるか

• 「大阪・関西万博」では、新型コロナウイルス感染症の流行を受けて、オンラインの更なる活用、適
切な換気を担保するための新たな建築ガイドライン、専門家からなる審議会の設置等、具体的な対策
を立案している。2020年７月と10月には、感染症対策の会議が開催されている。

【大阪・関西万博の例】

感染症対策会議

写真・文章：(公社)2025年日本国際博覧会協会HP

第1回感染症対策検討会議（2020.7.1）

第1回会議では、当協会から出席委員の皆様に対して、大阪・関
西万博の概要などについて説明しました。また、各委員の皆様
からは、万博開催にあたって、新型コロナウイルス感染症だけ
でなく基本的な感染症対策、ワクチン接種による予防、検疫や
食中毒対策などの必要性についてご発言がありました。

第2回会議では、大規模国際イベントにおける感染症対策
や、鉄道・バス事業における感染症対策について情報共有
を行うと共に、大阪・関西万博において多角的な感染症対
策を行っていくことを確認しました。

第２回感染症対策検討会議（2020.10.7）

＜設置目的＞ （感染症対策検討会議設置及び開催要綱より）

新型コロナウイルス感染症の発症を踏まえ、２０２５年日本国際博覧会の準備・運営スケジュールに応じた、
感染症対策の観点から必要な事項を検討することを目的として、感染症対策検討会議を設置する。

【大阪・関西万博の例】

登録申請書に示された
COVID-19への対応
（概要）

COVID-19を受けて
世界の隅々までを変化させ、地球上のすべての人が「いのち」について考えることとなったCOVID-19
をきっかけに、大阪・関西万博の在り方も「ニュー・ノーマル 」への対応を考えていくこととなる
だろう。世界的な感染症のような未曽有の事態が起こった時でも、万博としてのメッセージを伝え、
世界中の人々に参加を促すために、我々が準備しておくべきことは何か。例えば、オンラインを活用
した、時間的、空間的制約を乗り越えたコミュニケーションの在り方はこれを考えるヒントとなる。
開催者は今後、このような新たな万博の在り方についても検討を進めていく。

出典：「大阪・関西万博に係る登録申請書（日本語仮訳）」から抜粋。下線は事務局による。


